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研究成果の概要（和文）： 

高次脳機能障害に対するリハビリテーションのひとつに，認知リハビリテーションがある。
認知リハビリテーションでは，障害された認知機能に対する認知的アプローチ，障害受容
を働きかける心理的アプローチ，そして，本人を取り巻く周囲へ働きかける心理教育的ア
プローチの 3つがある。認知リハビリテーション領域における情報通信技術の導入は，主
に認知的アプローチの枠組みで行なわれているが，情報通信技術を用いることで，その効
率化を目指すことが可能である。本研究では，まず，情報通信技術の中でもインターネッ
トの利用に注目し，従来から医療機関において行なわれている認知的アプローチのみなら
ず，心理的アプローチや心理教育的アプローチも視野に入れた，認知リハビリテーション
サイトの開発を行なった。 

 

研究成果の概要（英文）： 

Cognitive rehabilitation is used with patients having acquired brain injuries using three approaches: 

compensating, or training the impaired cognitive ability, psychological approach that increases 

self-awareness and psycho-educational approach that develops an understanding of the brain injury 

and its consequences. Recently, ICT has been used as a tool in cognitive training. Especially, the 

Internet is expected to enhance the efficiency of cognitive rehabilitation. This research developed 

the website “Dokodemo Ninchi Reha”. The web site includes cognitive tasks, psycho-education, 

and psychological support in cognitive rehabilitation.  
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１．研究開始当初の背景 

頭部外傷や脳血管障害などによる脳の器質
的損傷に起因した様々な障害は，高次脳機能

障害と呼ばれ，家族までを取り込んだ日常生
活環境に重篤な問題をもたらす。かつては社
会的認知度の低かった高次脳機能障害であ
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るが，平成 13 年度～15 年度に行われた厚生
労働省の高次脳機能障害支援モデル事業に
よって，その実態とリハビリテーションプロ
グラムが取りまとめられ，支援の充実も図ら
れつつある。特に，高次脳機能障害のリハビ
リテーションに対する関心はここ数年高ま
りを見せており，とりわけ認知リハビリテー
ションに関わる理論や評価，実際の訓練に関
する報告は，多職種の医療関係者からなされ
ており，近年，ほぼ一定の方法が確立されつ
つある。しかしながら，認知リハビリテーシ
ョンを行なう臨床現場においては，以下 2つ
の問題の解決が急務となっているのが現状
である。 

(1)リハビリテーションに通う患者や家族の
負担軽減 平成 18 年に診療報酬が改定され，
脳血管疾患等に対するリハビリテーション
の算定日数は 180 日の上限が設けられた。高
次脳機能障害は，算定日数上限の対象除外疾
患として扱われているが，それでも毎週，何
年も病院に通い，リハビリテーションを継続
することは時間的にも経済的にも負担を強
いられる。特に高次脳機能障害者の多くは自
分で運転をすることが困難なことから，遠方
からの通院は本院のみならず家族にも大き
な負担となるため，早期の効果的なリハビリ
テーション手法の開発が望まれている。 

(2)高次脳機能障害者が抱える心理的問題へ
の対応 高次脳機能障害者は，認知機能の障
害だけのみならず，種々の心理的問題を抱え
ることが多い。高次脳機能障害者に対する心
理的サポートには，自分の障害に対する理解
を促進させる，損傷後に生じた不安，抑うつ
あるいは感情のコントロールの難しさなど
の心理的反応に対応しリハビリテーション
の進行や社会参加を支援するなどの役割が
あるが，高次脳機能障害に見られる心理症状
の改善に心理療法を適用する場合には，心理
症状以外の記憶障害や注意障害などの認知
機能障害を考慮し，各個人の状況に柔軟に対
応しなければならない。現在までのところ高
次脳機能障害患者の心理症状の改善のため
に最適化された心理療法は体系化されてい
ないものの，これまでの研究から，特に行動
療法や認知行動療法を中心とした行動論的
なアプローチは，有効性が示唆されている。 

 高次脳機能障害において，個々の認知機能
の障害の改善や対処を目指すリハビリテー
ションは，認知リハビリテーションと呼ばれ，
高次脳機能障害者の心理的，社会的，そして
日常生活上の，最大の可能性を引き出すこと
を目的として行なわれる。阿部は，特に心理
士による認知リハビリテーションについて，
①認知機能の回復促進と代償手段を身につけ
ることを目標とする認知的アプローチ，②本
人が障害を認識し，障害への対処法を身につ
けることを目標とする心理的アプローチ，③

本人を取り巻く周囲が，障害を理解し，対処
できるように，環境に働きかける心理教育的
アプローチの 3つに分類している。 

このような 3つのアプローチの中で，認知
的アプローチについては伝統的に紙と鉛筆
を用いた机上課題が多く行なわれてきたが，
1980年代ごろから，課題の提示や実行にパー
ソナルコンピュータを用いることが盛んに
行われるようになった。認知リハビリテーシ
ョン場面でのコンピュータの利用について
は，その有効性を問う結果も示されてきたが，
その一方で，時間の節約，多様なフィードバ
ックツールあるいは刺激提示ツールとして
有効性だけでなく，代償手段としての活用性
も示されている。  

そして，近年，コンピュータを訓練のツー
ルとして利用するだけでなく，インターネッ
トを用いることで，認知リハビリテーション
の効率性を高めようとする研究がある。認知
リハビリテーションは，数ヶ月で終結するも
のではなく，通常，数年単位の長期間を必要
とする。そのため，何年も毎週のように病院
に通い，リハビリテーションを継続すること
は，時間的にも経済的にも負担を強いられる。
特に，高次脳機能障害者の多くは自分で運転
をすることが困難なことから，遠方からの通
院が本人のみならず家族にも大きな負担と
なる。しかし，インターネットを利用し，コ
ンピュータによる自宅でのリハビリテーシ
ョンを実施することで，患者や家族の通院に
かかる時間的な節約や負担の軽減を目指す
ことが出来る。さらには，コンピュータを利
用することで，必ずしもリハビリテーション
の実施者を傍に配することを必要としない
ことから，いつでも個人のペースで集中的に
訓練することができるため，受傷早期におけ
る訓練効果も期待できる。したがって，認知
リハビリテーションにおいて，コンピュータ
を利用し，インターネットを介して訓練を実
施することは，個々の人的資源が提供できる
以上の効果が期待できる。 

 

２．研究の目的 

本研究は，認知リハビリテーションの臨床
現場が抱える以上二つの問題点を背景とし，
それらを改善するためにコンピュータを利
用した在宅でも実施可能な環境の構築を目
指した。 

 

３．研究の方法 

近畿大学工学部情報システム工学科徐 
丙鉄准教授と，そのゼミ生，および認知リ
ハビリテーションの臨床現場で働く心理士
の協力を得て，配信システムの充実と，具
体的なコンテンツの作成を行なった。 

４．研究成果 

遷移画面の数を最小限に抑え，ボタンをわ



 

 

かりやすい位置に配置し，できるだけシンプ
ルにかつ強調すべき点はわかりやすく表示
するなど，高次脳機能障害者が持つ注意障害
や遂行機能障害の影響を考慮した構成にな
っている。そして，このサイトは，認知リハ
ビリテーションの 3つのアプローチ，すなわ
ち認知的アプローチ，心理的アプローチ，そ
して心理教育的アプローチのそれぞれに対
応した内容を含んでいる。 

ユーザとしては，実際に訓練課題を実施す
る高次脳機能障害者と，その実施状況をモニ
タリングしたり，アドバイスしたりする支援
スタッフが想定されているが，ここでは高次
脳機能障害者を“利用者”，高次脳機能障害者
を支援するスタッフを“スタッフ”と記述し，
両方について言及する際にはユーザと呼ぶ
ことにする。以下，このサイトの特徴につい
て，(1)サイト構築基本方針，(2)サイト構成，
(3)コンテンツの 3点から述べる。 

 

(1)サイト構築基本方針 

 サイト構築の基本方針を「 training and 

happiness，おもてなしと寄り添い」とした。
特に留意した点を以下に列挙する。 

・訓練課題の成績 

 課題成績は，各課題終了時に音声を伴うフ
ィードバック画面と共に即時表示されるよ
うにした。成績の算出においては，スコア自
体がその後の利用者の訓練への動機づけに
強く影響することを考慮した。 

 当初，訓練初期においては，訓練結果を敏
感に反映し，スコアのアップ・ダウン率を大
きくした方が，自我関与が高まり意欲を強化
すると考え，シグモイド曲線を利用しスコア
を計算した。しかしながら，後日，臨床現場
で試用している心理士から「満点を目指す利
用者もおり，なかなか満点がでない」との報
告があった。満点のハードルが高いと訓練の
動機づけが低下する可能性もあるため，一定
以上の結果が出た場合は満点を表示して卒
業認定をした方が，利用者は達成感を得て次
のステージへ上がる意欲が湧くと推測した。 
 以上のような考えに基づき，修正シグモイ
ド曲線でスコアを計算することにした。これ
により，各訓練課題の実施初期には結果に敏
感に反応してスコアがアップ・ダウンし，一
方，結果が一定レベル以上の場合には満点が
でる。 

 ネイティブアプリの様に画面遷移が無い
Web サイトを構築することも可能であるが，
高次脳機能障害の症状は多彩であるため，画
面設計には特別な配慮が必要となる。まず，
注意障害を持つ利用者や記憶障害を持つ利
用者へ配慮すると，1 画面当たりの機能を抑
え，ボタンや選択メニューの数を抑制する必
要がある。その副作用として画面遷移は増え
ることになるが，他方，遂行機能障害を持つ

利用者に配慮すると，多段階の画面遷移が発
生することも望ましくない。これら相反する
制約条件は，量子論における位置と運動量の
相補性を想起させるので，機能と画面遷移の
相補性と呼ぶことにする。 

 機能と画面遷移の相補性に配慮し，1 画面
当たりの機能を抑制するとともに，画面遷移
の段数を適度な範囲に押えるように配慮し，
画面を構成しシステムを構築した。さらに 1

画面内でも，メニュー項目が多い場合はグル
ーピングして，項目名のみ残しアコーディオ
ン形式で折りたためるようにした。また，課
題実施時には，課題に集中できるように，フ
ローティングウインドウで課題画面を最前
面に全画面に表示した。 

・encourage機能 

 サイトによる寄り添いとおもてなしを利
用者が感じられるように，ログイン時，ログ
イン中，ログアウト時にシステムから種々の
encourage メッセージをプッシュする。まず，
ログイン時には利用履歴と訓練データ，そし
てログイン時間に基づいて，「今日で～日連
続の皆勤賞ですね」「もうお昼ですね。お昼
ご飯は食べましたか」などの welcomeメッセ
ージを表示する。また，ログイン中には，利
用時間や時間帯に合せて「少し休憩しません
か」などのコミュニケーションメッセージを
表示する。そして，課題終了後は，課題成績
に基づいて，「よく頑張りました」などのフ
ィードバックメッセージを表示する。 

心理学における行動論的アプローチに従え
ば，標的行動に随伴して正や負の強化を与え
ると，その行動の頻度が増加する。リハビリ
テーションにおいては，正の強化子がリハビ
リテーション行動を継続する上で重要であ
ることが示されている。一般的に，正の強化
では，対象者の年齢や社会的ステータスに応
じて，ほめる，喜ぶ，肯定的な感情を示す，
スキンシップや好きな活動の機会を適切に
提供するなど，強化価値が持続しやすいもの
を与える必要がある。そこで，本サイトでは，
利用者のサイトの利用行動や訓練をさらに
促進するため，特にポジティブなフィードバ
ックメッセージを考案・選定し，より多くの
利用者がリハビリテーションに前向きにな
るように導く計画である。 

 

(2)サイト構成 

ユーザ用と一般用のページからなる。トッ
プページは，一般用のページである，本サイ
トの説明，高次脳機能障害の説明，お知らせ，
お問い合わせ，お役立ちツールと，ユーザ用
のページの入り口からなる。利用者の視知覚
や注意機能に問題があってもわかりやすい
よう，出来るだけ単純な画面構成にし，ボタ
ンは大きく，極彩色で表示し，クリック時に
は画像が変化する。  



 

 

ユーザ用のページには，リハビリ課題(個人
用ページ)と題されたメニューからログイン
する。利用者用のページでは，このサイトを
病院などの施設ごとにグループ単位で利用
することが想定されているが，検索サイトを
通じた利用希望にも対応するよう考えられ
ている。      

各利用者に対しては，一人の支援スタッフ

がつくことが前提となっており，各々にペー

ジが用意される。また，家族をも支援者とし

て関われるようスタッフと同等の機能を持つ

アカウントとして，家族用を作成し，支援者

が出来るだけ簡単に利用者の登録ができ，利

用者のモニタリングができるシステム構成を

目指した。 

 

(3)コンテンツ 

まず，一般用のページから説明する。一般用
のページには，先述通り，本サイトの説明，
高次脳機能障害の説明，お知らせ，お問い合
わせ，お役立ちツールがある。この中で特徴
的なものがお役立ちツールである。お役立ち
ツールは，心理教育的アプローチを目指す内
容となっており，現在は，高次脳機能障害を
理解するための，フラッシュを搭載したセル
フヘルプブックや，4 コマ漫画等が掲載され
ている。セルフヘルプブックでは，脳の構造
や高次脳機能障害を自主学習形式で学び，最
後に内容に関するクイズに答える形式とな
っている。また，4 コマ漫画は，高次脳機能
障害の特徴や，障害への対応について，具体
例を元に作成しており，漫画を通じて障害の
理解や対応方法を学んでもらうねらいがあ
る。 

 続いて，ユーザ用ページであるが，ユーザ
用ページはスタッフと利用者によって内容
が異なる。スタッフのページでは，支援する
利用者のアカウントが作成できるほか，支援
する利用者の相談機能の利用履歴と訓練課
題の実施履歴である訓練履歴を一覧できる
ようになっている。そして，必要時にはシス
テムを通じて利用者にメッセージを送信し
たり，相談への返信をすることが可能である。 
一方，利用者のページでは，認知的アプロ

ーチとして，認知機能の訓練課題が行なえる
メニューと，簡単な神経心理学的検査が出来
るテストメニュー，そして心理的なアプロー
チとして，担当者への連絡を行なうことがで
きる相談室メニューが用意されている。トッ
プページでは，自分の相談室の利用履歴のほ
か，訓練履歴が一覧できる。また，課題メニ
ューでは，注意，記憶，そしてその他の認知
機能に分けた課題が数種類ずつ用意されて
おり，これまでのその課題における成績の履
歴を一覧できる。現在用意されている課題は，
注意課題が“水注ぎゲーム”，“パネル消し”，
“ストップピクチャー”，“線つなぎゲーム”の

4 種類，記憶課題が“パネル記憶”の 1 種類，
そして，その他として，“買い物ゲーム”と，
感情のモニタリングを行なう“心 condition”と
呼ばれるものの 2つがある。注意と記憶の課
題については，それぞれ，難易度が初級，中
級，上級の 3段階がある。 

また，臨床現場の声を反映し，android携帯
端末で使用できる「声のものさし」アプリの
開発に着手した。これは，会話等で声の大き
さが調整できない場合に使用し，話者の声が
大きくなると画面上にアラートが表示され
るものである。 
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